第１回大田区男女参画推進区民会議　議事録（要旨）


[bookmark: _GoBack]日　　時：令和６年６月13日（木）16時から17時15分
会　　場：大田区役所　11階　第５委員会室
参加委員：高山委員、小山委員、江川委員、望月委員、大谷委員、長村委員、立石委員、
　　　　　石橋委員、金田委員、古澤委員、村尾委員
欠席委員：萩原委員（会長）、岩下委員、原田委員
事務局　：総務部長、人権・男女平等推進課長、人権・男女平等推進担当係長２名

１　開会

２　部長あいさつ
     中澤総務部長より開会あいさつ。

３　男女共同参画推進会議について
　　　本年度は５年に１度の「意識調査」を実施するため、そのための会議の場である。また
　　来年度も「第９期大田区男女共同参画推進プラン」を策定する重要な年となる。第14期の委員の任期は、令和７年３月までだが、「設置要綱第４条」により、「再任」を予定している。

４　委員紹介及び委嘱状交付
　　　高山委員（大田区議会　総務財政委員会会長）、長村委員（大田区立中学校PTA連合協
　　議会会長）の２名を新たに委員として迎えた。

５　議事
　
（1） 第８期男女共同参画推進プラン（令和５年度事業推進状況）
事務局より、「令和５年度新規事業」「レベルアップ事業」「その他」について説明
を行った。

　  (２)　男女共同参画に関する意識調査について
　　　　　事務局より、令和６年度の意識調査について、第２回、第３回の会議の場で話し合うため、事前に資料等の確認をお願いした。
　　　　　また、意識調査（全体）について、各委員がご意見を述べられた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下に意見の一部を掲載）

・調査期間は長いとその間送ってもらえるメリットがある一方、長いと置きっぱなし
になり、忘れて出さないデメリットもある。メリットとデメリットのバランスを考え
ていきたい。
　　　　・「わかりやすい設問」という多くの意見があった一方で、５年に１度の調査のため
　　　　目的によってバランスを見て、調査期間や質問数を検討していったらどうか。
　　　　・QRコードによりスマホで回答するのが当たり前のため、色んなところで依頼をかけ
ると、明らかに回答する層が異なる。回答する層と回答しない層が分かれてしまう。
　
６　閉会

